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１．公共施設のバリアフリー

化ですべての人が安心して出

かけられる街に 

【質問趣旨】 

2006年、「高齢者、身体障害

者等の公共交通機関を利用し

た移動の円滑化の促進に関す

る法律(バリアフリー新法)」

が施行されました。 

本市においても、バリアフ

リー新法に基づいて公共施設

や駅のバリアフリー化が進め

られていますが、まだバリア

フリー化が行われていない施

設も残っています。 

また、バリアフリー化が行

われたとしても、自動車の免

許を返納された方や免許をお

持ちでない方にとって気軽に

利用できない施設もありま

す。 

公共施設のバリアフリー化

が実現すれば、障がい者や高

齢者、交通弱者の皆さんも気

軽に街に出ることができ、健

康増進や地域経済の活性化に

も寄与するものと考えます。

そこで、バリアフリー新法の

(１)駅施設のバリアフリー

化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現在、市内８駅のうち愛知環状鉄道の中水野駅・瀬戸口駅を除く６駅のバリアフ

リー化が完了しています。 

愛知環状鉄道では、山口駅が平成 29 年にバリアフリー化されていますが、中水

野駅・瀬戸口駅の方が利用客数は上回っています。 

市内各駅のバリアフリー化について、どのような基準で行われてきたのか伺いま

す。 

 

② 2000年代以降の傾向として愛知環状鉄道沿線の人口は増加傾向にあります。 

中水野駅・瀬戸口駅両駅は、瀬戸市立地適正化計画において、都市機能誘導区域

の地域拠点として位置づけられ、朝夕には中央本線との直通列車も運行され利用

者数も増えてきています。このような中で両駅のバリアフリー化は急務だと考え

ますが、市の見解を伺います。 

 

③ 中水野駅・瀬戸口駅のバリアフリー化について、今後の計画を伺います。 

 

④ 瀬戸口駅では、北側の階段が非常に急であり、東赤重町など北側に住む住民が利

用しづらい状況になっています。駅施設のみならず北側階段のバリアフリー化も

必要だと考えますが、市の見解を伺います。 

 

⑤ 市内８駅中、転落防止柵が設置されているのは尾張瀬戸駅のみで、ホームドアが

設置されている駅はありません。近年、地下鉄や JR ではホームドアの設置が進

んでいます。 

ホームドアの設置は、視覚障がい者はもちろん、酔客や子どもなどの安全確保、

飛び込み自殺の防止にも効果があるもので、今後、鉄道事業者に対しホームドア設

置の働きかけを行っていく必要があると考えますが、市の見解を伺います。 
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齢者、交通弱者の皆さんも気

軽に街に出ることができ、健

康増進や地域経済の活性化に

も寄与するものと考えます。

そこで、バリアフリー新法の

理念が隅々まで行き届く瀬戸

市の実現をめざして質問しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）瀬戸市立図書館のバリ

アフリー化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛び込み自殺の防止にも効果があるもので、今後、鉄道事業者に対しホームドア

設置の働きかけを行っていく必要があると考えますが、市の見解を伺います。 

 

① 瀬戸市立図書館は今年で開館 53 年を迎え、長寿命化が検討されています。平成

28 年３月の「瀬戸市立図書館整備基本構想」によれば、図書館利用者の４割が

60 代以上の高齢者とのことですが、現状では館内がバリアフリー化されておら

ず、本を探しに行く際に階段の昇り降りが必要な場所もあります。そこで、図書

館バリアフリー化の今後の計画について伺います。 

 

② 図書館がバリアフリー化されたとしても、運転免許を返納された方や障がい者に

とっては、坂の上にある図書館に行くのは容易なことではありません。また、駐

車場が傾斜しており、かつ駐車可能台数が少ないため、下の駐車場に駐車すると

図書館に向かうのが大変だという声も聞かれます。交通弱者にとっての図書館へ

のアクセスの困難さの問題をどのように認識しているか、見解を伺います。 

 

③ 現状ではコミュニティバスこうはん線のみが市立図書館に乗り入れています。他

の路線も図書館を経由することが必要だと考えますが、市の見解を伺います。 

 

④ パルティせとには情報ライブラリーが設置されており、バリアフリー化されてい

るので高齢者や障がい者の方にも利用しやすくなっています。情報ライブラリー

の拡充をすることも必要ではないかと考えますが、市の見解を伺います。 

 

 

⑤ シルバー人材センター会員のうちインボイス登録をする会員はいるのか。 

 

⑥ インボイス登録をしない会員を排除することはすべきでないと考えるがどうか。 

 

⑦ 会員に支払う配分金の引き下げまたは作業料金の値上げを考えているか。 
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２．熱中症からいのちを守り

ぬくために 

【質問趣旨】 

 気候変動が世界的な問題と

なっています。猛暑日の日数

も年々増加しており、名古屋

市の調べによれば、1980 年代

と比べ猛暑日・熱帯夜とも３

倍以上の増加であり、年々過

ごしづらい夏になっているの

は明らかです。 

 こうした中、本市において

も高齢者などを中心に熱中症

で救急搬送される事例も年々

増えています。そこで、本市

における熱中症対策について

伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)高齢者への熱中症対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）経済的な理由で熱中症

にかからないために助成を 

 

 

① 今年 7月における本市での熱中症による救急搬送の件数を伺います。 

 

② 過去 30年間で熱中症による救急搬送は増えているのか伺います。 

 

③ 熱中症で救急搬送された方のうち、高齢者の占める割合はどれほどか伺います。 

 

④ 熱中症対策として市はどのような注意喚起を行っているか伺います。 

 

⑤ 東京都では今年７月 25 日までに屋内で熱中症になり亡くなられた方が 97 名お

り、うちエアコンが設置されていなかった方が 23 名、エアコンがあっても使用

していなかった方が 60 名でした。瀬戸市では熱中症または熱中症の疑いで搬送

された方のうち、エアコンを設置していなかった方や設置していても使用してい

なかった方がいるかを把握しているのか伺います。 

 

⑥ 東京都練馬区では８月から一人暮らし高齢者の約３万 5,000世帯を対象に、緊急

で電話や訪問などによる熱中症予防の一斉呼びかけを始めました。本市でも、一

人暮らしの高齢者が熱中症にかかることのないよう、熱中症予防のための見守り

活動などを強化することが必要だと考えますが市の見解を伺います。 

 

① 深刻な物価高騰が続く中、生活苦からエアコンの使用を控える人もおり、それが

救急搬送件数の増加につながっているのではないかと考えますが市の見解を伺

います。 
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（３）その他の対策について 

 

 

 

 

 

 

② エアコンの使用を呼びかけるだけでは熱中症を防ぎきれないのではないかと思

われます。自宅でも安心してエアコンを使えるようにするためには、市としても

電気料金への助成が必要だと考えますが、市の見解を伺います。 

 

③ 経済的理由でエアコン未設置の世帯への、エアコン購入・設置費用の助成も必要

であると考えますが市の見解を伺います。 

 

④ 厚生労働省では 2018 年４月より、熱中症予防の必要がある高齢者や障がい者、

子どもがいるなど一定の条件を満たした場合、生活保護受給者へのエアコン購入

費の支給を認めるようになり、現時点では上限 62,000 円となっています。本市

では生活保護受給者へのエアコン購入費の支給は行っているか伺います。 

 

① ９月はせともの祭、来る福招き猫まつりなど大きなイベントを控えています。近

年、９月でも最高気温が 30℃を超える真夏日になる日が増えており、観光客の熱

中症対策も必要です。これらのイベント時の熱中症対策について伺います。 

 

② 猛暑が続く中、全国の自治体では公共施設やショッピングセンターなど民間施設

を活用して「クーリングシェルター」として開放する動きもみられます。本市に

おいても、実施の検討をすべきと考えますが市の見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 


